
映　像主音声コメント 副音声コメント

■放送

第149回 「安全・安心を食卓へ、YES! clean」
ウィークリー赤れんが 2011

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：うん、甘くて、おいしいですね！！

寺嶋さん：土にこだわって「YES! clean」

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：続いて、南幌町の田んぼに、やって来ました。
　　　　南幌ピュアライス向江町の青木さん、
　　　　この草、なにかいい香りがしますね。
青木さん：はい、実はミントというハーブで
　　　　　田んぼのあぜに沿って、私たちが植えたものなんです。

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：どうしてハーブなんですか？
青木さん：はい。ハーブの匂いで、害虫が寄りつかなくなり、
　　　　　また、害虫の住み家になる雑草も生えにくくなって
　　　　　そのぶん、農薬を減らすことができるんです。
　　　　　クリーンなお米をつくろうと、
　　　　　みんなでがんばっています。
　　　　　ハーブを植えて、「YES! clean」！

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：札幌市内のスーパーにやって来ました。
　　　　実はここに、YES! clean農産物について、
　　　　多くの方に知ってもらおうとPRコーナーがあるんですよ。

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：お客様に伺いました。　
客Ａ：子どもがけっこう野菜が好きなので、
　　　安心して与えられるかなって。
客Ｂ：前にもここで買って、おいしかったので、
　　　あるときは買ってます。

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：YES! cleanマークは、商品によっては、
　　　　農産物をつくった生産者の情報や、
　　　　化学肥料や農薬をどの程度減らしたかなどの情報も、
　　　　わかるようになっています。
　　　　詳しくは、道のホームページなどをご覧ください。

客2人：選べる、安心です「YES! clean」

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：YES! cleanマークは、安全・安心の証。
　　　　生産者のみなさんの、自信の証です。
　　　　そして、このマークを支えるのは私たちです。
　　　　YES! clean農産物を食卓へ
　　　　みんなで、愛用しましょう。

　　　   

　　　　

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：みなさんは、「YES! clean」マークをご存知ですか？
　　　　これは、「クリーン農業」をすすめる道の取り組みで
　　　　道内の農産物を対象に、健康な土で、
　　　　化学肥料や化学合成農薬をできるだけ
　　　　減らしてつくった農産物にだけ
　　　　YES! cleanマークを表示することができます。
　　　　現在登録している生産団体の数は
　　　　370以上と、年々増えています。
　　　　それでは、YES! clean農産物を育てる、
　　　　生産者の方の、取り組みを紹介しましょう。

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：私たちは、いま、洞爺湖町のニンジン畑に来ています。
　　　　ＪＡ洞爺湖人参振興協議会の寺嶋さん、
　　　　これって、ニンジンじゃないですよね？
寺嶋さん：はい、ここに生えているのは、
　　　　　土に栄養をつけるための作物です。
　　　　　この畑では、今年はニンジンを作らずに、
　　　　　この作物を育て、それを土に混ぜます。
　　　　　こうすることで、土がやわらくなり、
　　　　　害虫の駆除もできるなど、健康な土ができるんですよ。

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：こうして育ったのが、このニンジンですね。
寺嶋さん：はい。時間と手間が、かかりますが、
　　　　　安全で安心なものを食べてほしいので続けています。

ﾚﾎﾟｰﾀｰ：健康な土づくりをプラスして！ 
　　　　化学肥料と農薬をマイナスにして！
　　　　そして、できたのが、YES! clean農産物！
　　　　ウィークリー赤れんが。今回は、
　　　　安全・安心を食卓へ、YES! clean！
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